
宇都宮市図書館雑誌スポンサー制度実施要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は，宇都宮市図書館雑誌スポンサー制度の実施に関し，必要な事項を定めるものとする。

（目的）
第２条　この制度は，宇都宮市立図書館条例（昭和５６年条例第２５号）第１条に規定する図書館の雑誌を充実することにより，市民の図書館利用サービスの向上を図るとともに，民間事業者等の事業活動を促進することを目的とする。

　（定義）
第３条　この要綱において，「雑誌スポンサー」とは，雑誌の最新号のカバーに広告を掲載し，図書館の利用者の閲覧に供するため，当該雑誌を購入して図書館に寄贈する法人又は団体をいう。
（対象とする雑誌スポンサー）
第４条　雑誌スポンサーは，次の各号のいずれかに該当する業種又は業者を除くものとする。
⑴　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条に掲げる営業に該当するもの又はこれに類するもの

⑵　消費者金融又は高利貸しに係るもの

⑶　たばこに係るもの

⑷　公営を除くギャンブルに係るもの

⑸　法律に定めのない医療類似行為を行う施設に係るもの

⑹　市の指名停止措置を受けているもの
⑺　行政機関からの行政指導を受け，改善がなされていないもの

⑻　その他，スポンサーとして適当でないと市長が認めるもの
（広告の内容）

第５条　次の各号のいずれかに該当する広告は掲載できないものとする。
　⑴　法令等で製造，販売等が禁止されている商品，許可等を受けていない商品その他掲載することが不適当と認められる商品又はサービスを提供するもの

⑵　他の者をひぼうし，中傷し又は排斥するもの又はそのおそれのあるもの

⑶　不当な差別等人権侵害となるもの又はそのおそれのあるもの

⑷　公の選挙又は投票の事前運動に該当するもの又はそのおそれのあるもの

⑸　政治団体による政治活動を目的とするもの又はそのおそれのあるもの

⑹　宗教団体による布教推進を目的とするもの又はそのおそれのあるもの

⑺　非科学的なもの若しくは迷信に類するもので利用者を惑わせ，若しくは不安を与えるもの又はそのおそれのあるもの

⑻　性的感情を著しく刺激するもの又はそのおそれのあるもの

⑼　犯罪を著しく誘発するもの又はそのおそれのあるもの

⑽　粗暴性又は残虐性を著しく助長するもの又はそのおそれのあるもの

⑾　虚偽，誇大又はまぎらわしい表現等により消費者に誤解又は不利益を与えるおそれのあるもの

⑿　その他，図書館の雑誌に掲載する広告として適当でないと市長が認めるもの

（広告掲載の位置等）
第６条　広告の位置，規格，表示方法，掲載条件等は，別に定める。

（雑誌スポンサーの募集）
第７条　雑誌スポンサーの募集の方法等は，別に定める。
（雑誌スポンサーの申込み）

第８条　雑誌スポンサーに申し込もうとする者は，雑誌スポンサー制度申込書（別紙様式第１号）及び広告図案を，市長に提出しなければならない。

２　市長は，前項の申込みを受け付けたときは，その内容審査等について，第１４条に定める宇都宮市図書館雑誌スポンサー選定委員会（以下「委員会」という。）に諮らなければならない。

　（雑誌スポンサーの決定）

第９条　市長は，委員会の決定に基づき，雑誌スポンサーの決定を行うとともに，当該事項を雑誌スポンサー制度決定通知書（別紙様式第２号）により通知するものとする。

　（雑誌スポンサーへの措置要求）
第１０条　市長は，必要があると認めるときは，次の各号に掲げる事項について，雑誌スポンサーに措置を求めることができる。

⑴　広告の内容等に係る協議

⑵　決定後の事情変更等により，広告内容が第４条及び第５条に抵触し，又はそのおそれがあると認めるときの広告内容の変更

２　前項の場合において，市長は必要と認めるときは，委員会の意見を聴くことができる。
（広告掲載期間）
第１１条　広告を掲載する期間は，原則として市長が掲出を決定した後，１年間とする。ただし，年度途中の申込みについては当該年度とする。

２　期間満了の１か月前までに，市長または雑誌スポンサーいずれかの解約の意思表示がない場合は自動的に継続するものとし，その後もまた同様とする。
（広告掲載の責務）
第１２条　雑誌スポンサーは，掲載した広告の内容に関する一切の責任を負うものとする。
　（雑誌スポンサー決定の取消し）

第１３条　市長は，次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，雑誌スポンサーの決定を取り消すことができる。この場合において，市長は当該事項を委員会に諮らなければならない。

⑴　第１０条第１項各号に従わないとき。

⑵　雑誌スポンサーが倒産，解散等により消滅したとき。
⑶　その他雑誌スポンサーとして適切でないと市長が判断したとき。

（委員会の設置）

第１４条　申込者の業種等及び広告内容について，第４条及び第５条に定める基準に基づき審査を行い，業者選定及び広告掲載の可否を審査するため，委員会を設置する。

２　委員会は，委員長，副委員長及び委員をもって組織する。

３　委員会の委員長には生涯学習課長を，副委員長には生涯学習課図書館担当主幹を，委員には中央図書館長，東図書館長，南図書館長，上河内図書館長及び河内図書館長をもって充てる。

４　委員長は，委員会の事務を総理する。

５　副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは，その職務を代理する。

（会議）

第１５条　委員会の会議（以下「会議」という。）は，委員長が必要と認めたときに，委員長が招集する。

２　会議は，委員長がその議長となる。

３　会議は，委員の過半数以上が出席しなければ，これを開くことができない。

４　会議の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の決するところによる。

５　委員長は，必要があると認めたときは，委員会の会議に関係者の出席を求め，その意見又は説明を聴くことができる。

（庶務）

第１６条　委員会の庶務は，宇都宮市立中央図書館において処理する。

（委任）

第１７条　この要綱に定めるもののほか，宇都宮市図書館雑誌スポンサー制度に関し必要な事項は，別に定める。

附　則
この要綱は，平成２３年８月２２日から適用する。
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